古書肆南陽堂主人柳川昇爾の近代金沢書肆研究 by 高橋 明彦
金
沢
の
古
書
肆
南
陽
堂
の
主
人
柳
川
昇
爾
（
や
な
が
わ
し
ょ
う
じ
）
は
知
る
人
ぞ
知
る
一
人
物
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
そ
れ
も
忘
れ
ら
れ
か
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
私
自
身
金
沢
に
赴
任
し
て
す
ぐ
に
南
陽
堂
に
二
度
ほ
ど
足
を
運
ん
だ
き
り
で
あ
り
、
既
に
そ
の
時
は
息
子
さ
ん
の
代
に
な
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
、
実
は
何
か
を
知
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
柳
川
氏
の
死
去
に
際
し
て
北
国
新
聞
（
一
九
八
三
年
十
一
月
二
四
日
付
け
）
は
、
旧
制
四
高
か
ら
東
大
文
学
部
へ
進
ん
だ
作
家
の
高
橋
治
氏
に
よ
る
長
文
の
追
悼
文
を
載
せ
て
い
る
。
高
橋
氏
は
学
生
時
代
も
そ
の
後
も
世
話
に
な
っ
た
柳
川
氏
を
「
古
書
の
鬼
」
と
評
し
、
哀
切
を
以
っ
て
そ
の
死
を
悼
ん
で
い
る
。
曰
く
、「
古
書
の
鬼
で
あ
っ
た
あ
な
た
よ
、
私
は
ど
れ
だ
け
あ
な
た
に
も
の
を
教
え
ら
れ
た
か
、
今
、
し
み
じ
み
と
思
い
返
し
て
い
ま
す
。（
中
略
）
お
そ
ら
く
、
こ
の
世
に
あ
な
た
自
身
の
手
に
な
る
著
書
は
残
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
貴
重
な
資
料
集
の
い
く
つ
か
に
、
あ
な
た
の
名
は
資
料
提
供
者
柳
川
昇
爾
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
小
さ
な
活
字
を
見
る
時
、
金
沢
の
一
角
に
名
物
の
古
書
店
主
と
し
て
生
き
ぬ
い
た
、
あ
な
た
の
生
涯
に
、
い
か
に
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う
の
で
す
。」、「
鬼
と
書
い
た
が
、
あ
る
道
を
行
く
時
、
そ
の
人
間
の
存
在
だ
け
は
ど
う
し
て
も
避
け
て
通
れ
な
い
、
そ
う
し
た
人
間
が
鬼
な
の
だ
と
思
う
。」
高
橋
治
氏
は
堀
麦
水
の
卒
業
論
文
を
書
い
た
時
に
蔵
月
明
氏
を
紹
介
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
作
家
と
な
っ
て
か
ら
も
様
々
な
資
料
を
提
供
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。
柳
川
氏
は
し
か
し
単
に
古
書
に
詳
し
い
好
々
爺
で
は
な
か
っ
た
。「
狷
介
と
い
う
べ
き
か
、
偏
屈
と
い
う
べ
き
か
、
独
自
の
世
界
に
生
き
て
い
た
だ
け
に
、
厳
し
い
評
価
の
眼
は
金
輪
際
、
崩
さ
な
か
っ
た
」。
そ
れ
も
ま
た
鬼
た
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
こ
の
追
悼
文
に
は
柳
川
氏
の
略
歴
も
附
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
一
九
八
三
年
一
〇
月
一
〇
日
、
脳
疾
患
の
た
め
金
沢
市
尾
張
町
一
丁
目
ノ
七
の
自
宅
で
亡
く
な
ら
れ
た
。
享
年
七
四
歳
。
富
山
県
婦
中
町
に
生
ま
れ
、
小
学
校
卒
業
後
に
本
屋
に
奉
公
に
出
て
後
に
独
立
。「
市
内
の
名
物
古
書
店
主
と
し
て
知
ら
れ
、
四
高
生
、
金
大
生
の
面
倒
を
見
た
人
。
著
名
な
作
家
や
学
者
も
利
用
し
学
都
の
金
沢
を
市
井
か
ら
盛
り
上
げ
た
人
物
の
一
人
だ
っ
た
。」
と
記
事
に
は
あ
る
。
柳
川
氏
に
は
「
藩
政
時
代
の
金
沢
の
書
林
」
と
題
す
る
二
回
に
渡
る
エ
ッ
セ
イ
も
あ
り
（『
書
誌
学
月
報
』
八
・
九
所
載
、
一
九
八
一
・
一
九
八
二
年
）、
近
世
期
の
金
沢
の
書
肆
に
つ
い
て
網
羅
的
に
言
及
し
て
い
る
。
た
だ
し
今
日
そ
の
研
究
の
先
端
を
行
く
竹
松
幸
香
氏
は
こ
れ
を
「
論
拠
と
な
る
出
版
物
の
所
在
や
史
料
に
つ
い
て
、
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
証
的
研
究
と
は
言
い
難
い
。」
と
評
し
、
な
か
な
か
手
厳
し
い
（
竹
松
「
近
世
金
沢
の
出
版
」『
地
方
紙
研
究
』
二
六
九
、
一
九
九
七
年
）。
た
し
か
に
、
知
っ
て
い
る
こ
と
知
り
得
た
こ
と
を
縷
々
連
ね
た
だ
け
の
エ
ッ
セ
イ
だ
と
言
え
ば
言
え
る
。
市
井
の
言
は
、
そ
も
そ
も
実
証
的
志
向
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
時
は
た
だ
知
見
を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
が
、
時
を
経
て
後
に
は
そ
れ
自
身
が
証
と
も
な
る
。
す
な
わ
ち
証
言
と
は
そ
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
本
稿
が
紹
介
す
る
資
料
は
、
柳
川
氏
に
よ
る
近
代
の
金
沢
の
出
版
書
肆
研
究
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の
た
め
に
作
成
し
た
一
覧
表
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
小
さ
な
ペ
ン
書
き
の
そ
れ
を
こ
こ
で
翻
字
し
た
。
制
作
年
代
の
記
載
は
一
切
無
い
が
、
藩
政
期
金
沢
の
出
版
書
肆
研
究
の
後
に
近
代
へ
と
進
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
金
沢
お
よ
び
石
川
県
内
・
高
岡
ま
で
含
む
い
わ
ゆ
る
旧
加
賀
藩
領
内
の
、
近
代
の
出
版
書
肆
や
本
屋
さ
ん
の
リ
ス
ト
で
あ
る
（
近
世
や
近
代
初
期
に
お
い
て
、
出
版
社
と
新
刊
小
売
書
店
と
古
本
屋
と
の
区
別
は
本
質
的
に
無
い
）。
こ
こ
で
も
や
は
り
論
拠
は
さ
ほ
ど
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
私
に
当
時
の
版
本
を
見
直
す
等
を
し
て
す
こ
し
ば
か
り
で
は
あ
る
が
論
拠
を
補
足
し
て
み
た
。
先
に
見
た
高
橋
治
氏
の
追
悼
文
に
は
、
四
高
の
寮
歌
が
歌
う
「
名
も
な
き
道
を
往
く
勿
れ
」
と
い
う
エ
リ
ー
ト
意
識
を
、
思
い
上
が
り
も
甚
だ
し
い
と
切
っ
て
捨
て
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
結
び
ん
で
い
る
。「
家
業
を
継
ぐ
と
い
う
南
陽
堂
の
末
子
よ
、
名
も
な
き
道
を
堂
々
と
行
け
。
そ
し
て
父
の
如
き
鬼
と
な
れ
。
再
び
、
合
掌
。
古
書
の
鬼
に
。」
こ
の
た
び
は
、
そ
の
息
子
さ
ま
も
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
南
陽
堂
も
店
を
正
式
に
た
た
ま
れ
る
と
聞
く
。
本
資
料
は
先
代
か
ら
の
遺
品
の
一
つ
で
あ
る
。
縁
有
っ
て
私
が
こ
れ
を
紹
介
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
息
子
さ
ま
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
【
凡
例
】
資
料
名
は
、「
江
戸
中
頃
以
降
／
金
澤
に
於
け
る
書
林
展
開
表
稿
」
と
仮
に
定
め
る
こ
と
に
す
る
。
六
枚
の
用
紙
と
一
枚
の
包
み
紙
か
ら
成
る
資
料
で
あ
る
。
用
紙
ご
と
に
１
〜
７
の
番
号
を
附
し
た
。
文
字
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
底
本
通
り
の
文
字
の
再
現
に
つ
と
め
た
。
す
な
わ
ち
、
仮
名
漢
字
の
配
分
、
新
旧
漢
字
・
仮
名
は
底
本
の
ま
ま
で
あ
る
。
記
号
類
（
ま
る
か
っ
こ
、
か
ぎ
か
っ
こ
、
○
、
？
、
↓
な
ど
）
は
そ
の
ま
ま
再
現
し
た
。
二
重
か
ぎ
括
弧
は
底
本
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
書
名
を
明
示
す
べ
く
『
』
を
私
に
補
っ
た
。
ミ
セ
ケ
チ
や
訂
正
箇
所
は
、
単
な
る
誤
記
の
訂
正
が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
訂
正
さ
れ
た
文
字
の
み
を
翻
字
し
た
。
論
述
の
都
合
で
、
①
〜
⑬
、
お
よ
び
１
〜
78
の
番
号
を
私
に
振
っ
た
。
文
頭
に
＊
を
於
て
、
私
が
補
足
的
に
注
釈
を
附
す
際
の
記
号
と
し
た
。
表
組
み
形
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
表
を
そ
の
ま
ま
再
現
す
る
こ
と
は
ス
ペ
ー
ス
的
に
難
し
い
の
で
、
意
味
的
な
配
置
を
考
慮
し
て
、
並
べ
替
え
た
。
同
様
に
、
改
行
は
ほ
ぼ
底
本
通
り
、
底
本
の
マ
マ
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
筆
者
の
意
図
を
忖
度
し
て
、
必
要
と
思
わ
れ
る
改
行
を
再
現
し
た
。
＊
本
紙
に
は
、
鉛
筆
書
き
で
縦
軸
に
数
字
（
５
９
０
〜
６
０
０
）、
横
軸
に
村
の
名
前
（
東
般
若
村
、
油
田
村
な
ど
富
山
県
砺
波
の
旧
村
）
を
記
し
て
あ
り
、
何
か
の
図
表
を
作
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
途
絶
し
、
書
肆
の
一
覧
表
に
転
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
【
本
文
】
１
包
み
紙
南
陽
堂
編
江
戸
中
期
以
降
金
澤
に
於
け
る
書
林
展
開
表
原
稿
柳
川
昇
爾
＊
近
代
和
紙
、
四
六
・
五
×
三
三
・
五
糎
、
中
央
鉛
筆
書
き
。
自
筆
か
後
補
か
不
明
。
２南
陽
堂
編
江
戸
中
頃
以
降
金
澤
に
於
け
る
書
林
展
開
表
稿柳
川
＊
薄
手
の
ボ
ー
ル
紙
、
粗
悪
な
酸
性
紙
、
五
九
・
五
×
三
七
・
八
糎
。
以
下
同
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( 2 )
じ
用
紙
。
文
字
は
マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
キ
。
自
筆
で
あ
ろ
う
。
３郷
土
出
版
年
表
並
書
林
系
譜
明
治
五
年
明
治
六
年
２
月
石
川
県
学
校
蔵
版
①
『
官
許
詔
令
集
』
売
弘
所
金
澤
上
堤
町
中
村
喜
平
安
江
町
近
田
太
平
南
町
山
田
耕
吉
三
月
石
川
県
学
校
版
②
『
智
環
啓
蒙
和
解
』
広
瀬
渡
長
田
知
儀
訳
述
加
藤
良
孝
模
画
藤
田
維
正
序
七
月
大
学
人
輯
③
『
官
許
漢
語
類
苑
大
成
』
刊
梅
華
堂
刊
「
飯
山
発
兌
」
の
印
有
り
藤
田
維
正
序
発
行
書
肆
と
し
て
他
県
と
共
に
金
澤
と
し
て
吉
本
次
郎
兵
衛
上
堤
町
中
村
喜
平
（
発
兌
）
と
あ
り
梅
華
堂
と
は
中
村
喜
平
？
明
治
七
年
５
月
武
藤
元
信
著
④
『
近
世
三
字
経
』
刊
文
苑
書
房
蔵
発
行
書
肆
西
町
平
岡
平
下
堤
町
浅
野
宇
佐
松
明
治
九
年
七
月
直
井ママ
菱
舟
編
⑤
「
保
家
用
文
章
」
刊
出
版
人
御
徒
町
田
中
重
信
観
音
町
桜
井
余
三
平
弘
通
書
肆
と
し
て
（
当
地
関
係
抜
）
○
発
行
所
二
書
堂
と
あ
る
は
金
澤
前
記
二
店
の
合
版
に
よ
る
近
田
大
平
中
村
喜
平
近
岡
屋
八
郎
右
衛
門
岡
崎
與
平
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( 3 )
石
川
敬
義
浅
野
宇
佐
松
八
田
次
郎
治
中
越
久
次
越
田
弥
兵
衛
当
宇
平
池
善
平
野
島
信
吉
供
田
太
七
山
田
耕
吉
増
山
平
助
松
浦
八
兵
衛
千
羽
伝
三
八
尾
利
右
衛
門
横
枕
清
七
桜
井
保
市
大
聖
寺
深
城
伊
三
郎
鍛
冶
安
平
小
松高
間
源
七
所
口松
田
喜
作
越
中
富
山
大
橋
甚
吉
守
川
七
郎
土
井
宇
三
郎
真
田
善
次
郎
河
上
章
中
川
甚
蔵
稲
垣
六
郎
平
高
岡車
平
次
郎
塩
谷
與
右
衛
門
筆
谷
半
助
水
野
佐
七
郎
小
杉増
田
伝
七
福
光
町
波
多
庄
右
衛
門
城
畑
大
工
町
畑
庄
平
井
波大
谷
次
郎
作
明
治
十
年
一
月
藤
田
維
正
高
橋
富
兄
共
編
⑥
「
日
本
文
法
問
答
」
刊
発
行
所
上
堤
町
中
村
喜
平
南
町
野
島
信
吉
安
江
町
近
田
太
平
明
治
十
一
年
六
月
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( 4 )
石
川
県
第
一
師
範
学
校
編
⑦
『
書
牘
文
例
』
全
四
冊
刊
版
主
益
智
館
発
行
書
肆
中
村
喜
平
近
田
太
平
明
治
十
二
年
四
月
岩
田
順
三
著
関
口
開
閲
⑧
「
改
正
新
選
数
学
解
式
」
中
外
堂
蔵
版
出
版
人
玄
蕃
町
三
巡
二
一
中
吉
忠
平
発
行
書
林
安
江
町
近
田
太
平
上
新
町
鍵
崎
半
三
広
坂
通
益
智
館
片
町
〃
支
店
明
治
十
三
年
二
月
永
山
近
彰
著
⑨
『
作
文
効
』
全
三
冊
刊
版
主
益
智
館
発
行
書
肆
中
村
喜
平
近
田
太
平
明
治
十
五
年
十
一
月
高
橋
富
兄
藤
田
維
正
共
編
⑩
『
国
文
軌
範
』
上
下
刊
益
智
館
広
坂
通
一
古
香
堂
安
江
町
一
〇
近
田
太
平
三
都
取
扱
所
あ
る
も
地
方
売
弘
所
な
し
四
月
藤
田
維
正
⑪
『
修
身
指
要
』
上
中
下
？
益
智
館
版
発
行
書
林
と
あ
る
も
売
弘
店
？
金
澤
南
町
池
善
平
野
町
山
口
迪
徳
上
堤
町
中
越
久
二
横
安
江
近
八
郎
右
衛
門
南
町
野
島
信
吉
上
堤
町
中
村
喜
平
安
江
町
近
田
太
平
片
町
益
智
館
支
店
森
下
供
田
太
七
尾
張
町
春
田
徳
太
郎
〃
大
谷
喜
兵
衞
〃
山
本
久
太
郎
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南
町
石
川
敬
儀
明
治
十
六
年
六
月
陸
軍
文
庫
⑫
『
翻
刻
日
本
略
史
』
文
花
堂
翻
刻
と
あ
り
ホ
ン
コ
ク
出
版
人
上
堤
町
十
六
中
越
久
二
と
あ
り
文
花
堂
は
其
屋
号
？
金
澤
書
籍
店
中
刊
年
不
明
⑬
『
合
書
往
来
』
奥
附
な
し
途
中
に
明
治
十
五
年
の
刊
記
あ
る
も
の
あ
り
売
弘
所
は
活
字
刷
な
る
に
依
り
年
度
に
多
少
の
ギ
モ
ン
有
り
井
波
大
谷
氏
が
次
郎
作
（
理
作
）
で
あ
る
か
ら
十
五
年
刊
が
正
し
き
か
？
金
澤
各
書
房
＊
以
下
は
、
金
澤
以
外
で
加
賀
・
能
登
・
越
中
の
書
肆
を
段
に
わ
け
て
、
そ
の
変
遷
を
記
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
段
は
、
明
治
十
四
・
十
五
・
十
六
・
十
七
年
に
対
応
し
た
も
の
。
た
だ
し
、
十
五
年
は
⑪
『
修
身
指
要
』
に
よ
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
複
数
の
売
弘
書
肆
の
一
覧
を
並
べ
た
よ
う
で
あ
る
。
高
さ
で
、
明
治
十
四
・
十
五
・
十
六
・
十
七
年
を
区
別
す
る
。
十
四
十
五
十
六
刊
年
不
明
大
聖
寺
１
深
城
伊
三
郎
深
城
伊
三
郎
大
聖
寺
２
金
松
伊
三
郎
金
松
伊
三
郎
小
松
各
書
房
３
能
登
安
平
能
登
安
平
小
松４
別
宮
又
四
郎
別
宮
又
四
郎
５
牧
藤
平
６
任
田
甚
右
衛
門
７
堀
成
一
堀
成
一
松
任８
三
谷
吉
郎
三
谷
吉
郎
↓
三
谷
９
和
田
五
平
10
平
次
平
平
次
平
↓
平
治
兵
衛
津
端11
庄
村
久
左
衛
門
12
須
貝
元
昭
↓
須
貝
の
と
子
浦
13
西
尾
五
兵
衛
↓
西
尾
五
14
西
尾
吉
兵
衛
〃
飯
山
15
長
尾
九
右
衛
門
↓
長
尾
七
尾16
真
木
喜
右
衛
門
真
木
喜
右
衛
門
↓
真
木
嘉
右
衛
門
17
春
成
春
成
嘉
右
衛
門
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18
酒
井
伊
兵
衛
19
青
木
理
平
の
と
皆
月
20
斯
波
六
左
衛
門
穴
水21
阿
良
田
六
左
衛
門
↓
六
右
衛
門
宇
出
津
22
河
尻
欣
松
↓
飯
田23
河
内
長
河
内
長
九
郎
↓
輪
島24
石
堂
又
兵
衛
25
卯
木
文
作
26
久
保
庄
三
郎
久
保
庄
三
郎
↓
27
白
藤
幸
吉
羽
咋28
渡
辺
喜
三
郎
大
念
寺
新
29
米
林
五
七
田
鶴
浜
30
佐
々
木
喜
平
越
中
富
山
31
中
川
甚
蔵
富
山
各
書
房
32
川
上
章
33
大
橋
甚
吾
大
橋
甚
吾
34
守
川
吉
平
35
土
井
宇
三
郎
36
真
田
善
次
郎
高
岡37
山
崎
吉
平
38
藤
田
原
三
郎
39
国
本
↑
国
本
吉
左
右
衛
門
↓
40
車
平
次
郎
↓
41
水
野
水
野
義
三
郎
↓
42
塩
谷
塩
谷
與
右
衛
門
↓
43
北
野
半
七
44
盈
田
兵
助
45
蓮
池
伝
右
衛
門
福
光46
波
多
庄
右
衛
文
↓
波
多
庄
右
衛
門
47
永
田
文
次
↓
永
田
48
清
水
↑
清
水
清
右
衛
門
↓
井
波49
大
谷
次
郎
作
〜
大
谷
理
作
↓
大
谷
次
郎
作
城
端50
藤
井
藤
右
衛
門
51
畑
庄
平
52
森
田
善
右
衛
門
53
内
木
林
文
造
54
小
竹
↑
小
竹
彦
右
衛
門
↓
小
竹
福
野55
長
谷
川
喜
一
郎
↓
長
谷
川
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氷
見56
守
田
磯
治
□
田
半
平
57
□
田
玄
応
58
大
石
直
助
↓
大
石
放
生
津
59
宮
林
↑
宮
林
善
次
郎
↓
宮
林
60
宝
田
長
五
郎
泊61
金
森
周
作
62
小
沢
與
右
衛
門
魚
津
63
林
就
道
64
宮
田
清
左
衛
門
今
石
動
65
上
野
常
義
上
野
常
義
66
新
井
↓
新
井
四
郎
67
桜
田
甚
作
68
桜
田
與
作
69
遠
藤
重
次
戸
出
70
中
条
圓
助
杉
木
出
町
71
小
杉
久
次
郎
↓
小
杉
久
次
郎
八
尾
72
広
島
孫
平
中
田
町
73
朝
日
九
右
衛
門
朝
日
九
境74
岡
正
軌
小
杉
75
増
田
伝
七
76
石
川
済
美
伏
木
77
鷲
山
善
吉
78
蜂
谷
徳
平
４＊
本
紙
は
、
横
軸
に
書
肆
名
を
列
記
し
、
縦
軸
に
は
明
治
１
年
〜
昭
和
32
年
ま
で
の
年
を
振
る
（
５
ミ
リ
の
一
マ
ス
が
一
年
）。
書
肆
名
は
ペ
ン
書
き
。
近
世
期
か
ら
営
業
し
て
い
た
書
肆
を
右
に
配
し
、
あ
と
は
お
お
む
ね
五
十
音
順
に
左
へ
並
べ
て
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
赤
鉛
筆
で
、
そ
の
書
肆
の
活
躍
時
期
に
応
じ
て
年
の
目
盛
り
に
線
を
引
い
て
い
る
。
所
々
に
赤
丸
が
附
く
の
は
、
そ
の
年
に
そ
の
書
肆
の
出
版
物
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
鉛
筆
で
様
々
に
メ
モ
を
記
す
。
ペ
ン
書
き
さ
れ
て
い
る
書
肆
名
お
よ
び
江
戸
期
の
元
号
は
、
そ
の
ま
ま
翻
字
し
た
。
赤
鉛
筆
の
部
分
は
、
赤
丸
を
記
し
た
年
記
を
記
し
、
そ
の
前
後
に
線
が
あ
れ
ば
―
で
示
し
た
。
鉛
筆
書
き
は
（
）
に
括
っ
た
。
書
林
展
開
表
明
治
以
降
寛
政
４
？
―
松
浦
善
助
―
明
治
７
―
明
治
10
天
保
９
？
―
松
浦
八
兵
衛
―
明
治
７
―
明
治
10
―
明
治
12
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天
保
２
？
―
石
川
勘
綱
―
明
治
12
―
明
治
15
（
石
川
敬
義
）
―
昭
和
６
嘉
永
３
？
―
八
尾
屋
喜
平
明
治
７
―
明
治
11
（
八
尾
八
兵
衛
）
安
政
３
？
―
近
田
大
兵
衛
（
古
香
堂
）
―
明
治
12
―
明
治
45
安
政
３
？
―
近
八
郎
右
衛
門
嘉
永
頃
？
―
八
田
屋
次
郎
兵
衛
明
治
７
―
明
治
10
八
田
次
郎
次
文
久
１
―
池
善
平
昭
和
19
金
沢
市
街
図
出
版
天
保
？
―
供
田
太
七
（
明
治
８
田
中
信
重
）
文
化
７
臥
龍
書
房
―
明
治
８
文
化
頃
桜
井
與
三
兵
衛
―
明
治
12
（
明
治
８
頃
與
兵
衛
と
あ
り
、
明
治
10
與
三
平
と
有
り
）
安
政
年
間
梅
花
堂
―
浅
加
菊
太
郎
明
倫
堂
浅
野
宇
佐
松
（
下
堤
町
）
明
治
８
―
明
治
12
―
明
治
19
石
井
久
平
明
治
22
―
石
井
久
太
郎
明
治
21
―
大
正
14
石
井
伝
次
木
倉
町
六
六
開
進
堂
創
大
正
三
年
大
正
３
昭
和
１
石
田
真
吾
風
琴
楼
（
明
10
年
前
後
）
イ
ロ
ヤ
書
房
（
玉
村
断
同
業
広
坂
通
75
昭
和
６
組
織
変
更
合
名
昭
和
36
６
月
廃
業
転
出
二
代
）
イ
ロ
ヤ
支
店
（
後
イ
ロ
ヤ
支
店
）
い
ろ
や
書
店
宇
都
宮
書
店
（
創
業
明
治
12
と
あ
る
も
小
松
町
）
明
治
12
―
明
治
22
明
治
35
内
田
書
店
（
内
田
善
雄
広
坂
通
59
後
小
立
野
）
大
正
３
雲
根
堂
（
牧
野
一
平
尾
張
町
五
）
明
治
18
―
明
治
31
益
智
館
（
余
地
新
平
新
吾
広
坂
通
１
）
―
明
治
５
―
明
治
23
益
智
館
支
店
（
片
町
56
の
２
）
明
治
12
―
岡
崎
與
平
又
與
兵
衛
明
治
９
―
大
正
４
大
谷
喜
兵
衞
（
尾
張
町
）
明
治
12
―
明
治
14
鍵
崎
半
三
（
東
馬
場
）
明
治
６
―
明
治
18
中
宮
誠
之
鶴
山
堂
―
明
治
７
―
北
村
永
太
郎
石
浦
町
後
野
町
二
丁
目
明
治
７
―
大
正
４
北
村
嘉
平
次
―
明
治
38
大
正
13
敬
文
堂
細
川
紺
藤
次
三
郎
明
治
32
越
田
弥
兵
衛
又
弥
平
明
治
８
―
明
治
12
広
文
堂
広
坂
通
三
七
橋
信
吉
創
大
正
７
大
正
７
―
田
中
與
三
郎
大
正
４
広
文
堂
（
南
町
三
）
明
治
22
小
谷
書
店
小
谷
孫
次
創
大
正
八
大
正
８
桜
井
保
平
又
保
市
明
治
８
―
明
治
13
佐
々
木
（
梅
光
亭
）
―
明
治
９
―
三
誠
堂
（
広
坂
通
40
昭
和
６
組
織
変
更
Ｋ
Ｋ
）
昭
和
６
三
友
館
明
治
14
城
森
文
二
（
二
又
文
）
明
治
８
―
明
治
９
尚
古
堂
広
坂
通
一
五
四
坂
尻
市
大
郎
創
明
治
四
二
年
明
治
42
―
昭
和
20
炭
谷
長
平
（
中
石
引
町
37
）
土
生
屋
吉
兵
衛
翠
軒
―
明
治
22
―
菁
々
堂
明
治
22
―
千
羽
伝
三
明
治
８
―
明
治
12
（
明
治
26
・
８
月
加
賀
金
沢
細
見
図
刊
彦
三
一
番
町
廿
五
）
叢
文
堂
尾
張
町
５
明
治
17
―
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田
中
善
兵
衛
明
治
６
―
明
治
８
棚
田
書
店
（
南
町
）
明
治
22
―
田
中
重
信
明
治
８
―
明
治
22
知
新
堂
（
中
村
喜
平
？
）
明
治
７
―
明
治
16
（
支
店
あ
り
）
当
卯
平
又
当
利
卯
平
明
治
８
―
明
治
22
成
谷
大
平
明
治
８
中
村
喜
平
明
治
６
―
明
治
22
中
越
久
二
明
治
８
―
明
治
22
野
島
信
吉
明
治
６
―
明
治
22
二
書
堂
（
横
野
石
井
？
）
川
後
房
能
登
嘉
永
７
頃
近
広
堂
與
作
近
岡
屋
文
化
頃
有
文
堂
（
博
労
町
竹
内
氏
）
―
明
治
17
５
春
田
徳
太
郎
篤
次
明
治
12
―
昭
和
17
平
岡
平
―
明
治
７
―
瀬
川
桂
文
化
堂
（
創
）
大
正
11
北
伐
堂
（
観
音
町
一
丁
目
）
―
明
治
22
―
北
溟
社
（
加
越
能
新
聞
附
録
石
井
一
蛙
…
…
）
―
明
治
17
―
北
溟
堂
（
御
歩
町
四
番
丁
八
）
―
明
治
35
―
北
溟
社
（
森
川
清
五
郎
南
町
44
）
―
明
治
22
―
馬
瀬
薫
篤
―
明
治
８
―
増
山
平
助
（
片
町
65
）
明
治
７
―
明
治
22
―
前
川
喜
兵
衞
―
明
治
19
―
松
栄
竹
次
郎
（
新
町
新
□
□
）
―
明
治
22
―
杉
本
清
七
―
明
治
22
―
村
田
則
重
（
鍛
冶
町
）
―
明
治
６
―
森
井
愛
之
助
紀
陽
館
創
明
治
25
又
28
年
（
尾
張
町
）
明
治
25
森
隆
文
堂
（
広
坂
通
）
大
正
４
―
山
田
信
景
（
橋
場
町
廿
四
）
明
治
11
―
明
治
33
山
田
耕
吉
（
南
町
）
明
治
６
―
明
治
９
山
口
迪
徳
（
野
町
）
明
治
15
―
明
治
22
八
尾
與
三
平
（
與
三
兵
衛
）
明
治
８
―
明
治
９
山
本
久
太
郎
（
尾
張
町
９
）
―
明
治
15
―
有
声
館
（
石
浦
町
23
合
資
Ｋ
）
―
明
治
41
―
大
正
４
―
（
有
文
堂
博
労
町
竹
田
印
刷
）
明
治
17
明
治
38
横
枕
清
七
（
材
木
町
７
）
―
明
治
８
吉
本
次
郎
兵
衛
（
悠
久
堂
二
五
死
62
）
明
治
４
―
明
治
25
吉
倉
佐
太
郎
明
治
８
米
沢
喜
六
（
森
下
町
後
石
鹸
・
茶
商
と
し
て
現
在
に
至
る
創
業
明
３
又
８
、
９
年
）
明
治
３
―
米
林
五
七
明
治
８
龍
文
堂
明
治
32
二
葉
屋
（
梶
村
修
一
？
石
浦
町
）
東
邦
産
業
（
森
岡
武
吉
昭
20
年
頃
二
葉
屋
書
店
を
引
次
ぎ
其
後
北
国
新
聞
社
に
ゆ
づ
り
現
北
国
書
林
と
な
る
）
昭
和
12
―
昭
和
20
（
後
東
邦
産
業
又
書
店
と
改
組
織
変
更
森
岡
武
吉
経
営
）
組
屋
徳
右
衛
門
（
元
治
２
年
石
黒
千
尋
等
の
養
蚕
に
関
す
る
書
三
種
発
行
す
）
本
谷
清
七
―
明
治
12
―
武
藤
信
吉
―
明
治
12
―
富
学
堂
古
本
森
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６罫
線
の
み
７
罫
線
の
み
【
補
説
】
以
下
で
、
少
し
ば
か
り
考
証
に
供
す
る
た
め
に
、
柳
川
氏
が
参
看
し
た
書
籍
を
私
も
実
地
に
見
て
、
そ
の
論
拠
を
示
す
こ
と
と
し
た
。
簡
略
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
籍
の
書
誌
特
に
刊
記
や
版
元
・
売
り
弘
め
一
覧
な
ど
を
示
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
分
る
よ
う
に
、
柳
川
氏
の
調
査
の
殆
ど
は
、
近
代
の
金
沢
地
方
版
の
書
籍
に
記
さ
れ
た
売
り
弘
め
一
覧
か
ら
書
肆
の
名
を
拾
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
稚
拙
な
調
査
だ
と
評
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、
こ
う
し
て
多
量
の
デ
ー
タ
と
し
て
並
べ
た
時
、
量
は
質
的
な
変
化
を
生
み
出
す
。
つ
ま
り
、
か
な
り
は
っ
き
り
と
金
沢
、
石
川
、
富
山
近
辺
の
近
代
初
期
の
本
屋
の
顔
ぶ
れ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
注
文
を
付
け
る
と
す
れ
ば
、
氏
の
調
査
の
範
囲
が
旧
加
賀
藩
領
に
限
ら
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
福
井
県
や
富
山
市
あ
る
い
は
そ
の
外
部
に
も
調
査
範
囲
を
拡
げ
る
こ
と
を
厭
う
べ
き
で
な
か
っ
た
、
と
い
う
べ
き
点
で
あ
ろ
う
か
。
近
代
の
出
版
は
、
旧
来
の
地
元
意
識
を
超
え
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
の
書
誌
情
報
は
、
本
文
で
の
①
〜
⑬
に
対
応
し
て
い
る
。
①
『
官
許
詔
令
集
』
架
蔵
半
紙
本
一
冊
、
黒
色
地
網
目
文
様
の
艶
出
し
表
紙
見
返
「
明
治
六
年
二
月
上
梓
／
官
許
詔
令
集
／
石
川
縣
學
校
蔵
版
﹇
印
﹈」（
飾
り
枠
、
無
界
。
地
色
？
、
魁
星
印
）
刊
記
「
賣
弘
所
東
京
淺
草
茅
町
二
町
目
須
原
屋
伊
八
／
同
日
本
橋
通
二
町
目
小
林
新
兵
衞
／
西
京
寺
町
通
御
池
下
ル
町
佐
々
木
惣
四
郞
／
大
阪
心
齋
橋
筋
壹
丁
目
松
村
九
兵
衛
／
加
賀
国
金
澤
上
堤
町
中
村
喜
平
／
同
安
江
町
近
田
太
平
／
同
南
町
山
田
耕
吉
」（
後
表
紙
見
返
全
面
）
＊
国
会
図
書
館
近
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
同
書
の
図
像
は
見
返
し
に
魁
星
印
が
な
く
蔵
版
印
が
異
な
る
が
、
差
異
は
そ
れ
だ
け
で
、
お
お
む
ね
同
版
と
思
わ
れ
る
。
②
『
智
環
啓
蒙
和
解
』
石
川
県
立
図
書
館
K
0937／
10
上
中
下
三
巻
一
冊
見
返
「
明
治
六
年
三
月
上
梓
／
廣
瀬
渡
長
田
知
儀
譯
述
加
藤
良
孝
模
畫
／
智
環
啓
蒙
和
解
／
官
許
石
川
縣
學
校
蔵
版
」（
飾
り
枠
無
界
、
紅
色
地
）
序
「
…
…
／
明
治
六
年
六
月
藤
田
維
正
識
」（
序
）、
廣
瀬
渡
・
凡
例
、
目
次
。
無
刊
記
③
『
官
許
漢
語
類
苑
大
成
』
刊
未
見
④
『
近
世
三
字
経
』
刊
未
見
⑤
『
保
家
用
文
章
』
石
川
県
立
図
書
館
K
0981／
7
中
本
一
冊
見
返
「
官
許
／
直
江
菱
舟
著
書
／
童
蒙
必
携
保
家
用
文
章
／
明
治
九
年
十
一
月
発
兌
二
書
堂
」（
四
周
双
辺
有
界
三
分
）
刊
記
「
明
治
九
年
七
月
廿
六
日
版
権
免
許
／
同
年
十
一
月
刊
成
定
價
貳
拾
銭
／
編
輯
者
加
賀
國
第
十
三
大
區
小
二
塩
屋
町
直
江
菱
舟
／
出
版
人
加
賀
國
第
十
四
區
小
二
區
御
歩
町
田
中
重
信
／
同
國
第
十
四
區
小
二
區
観
音
町
櫻
井
余
三
平
」（
95
丁
オ
全
面
）
「
弘
通
書
肆
／
東
京
東
生
亀
次
郎
／
大
阪
岡
田
茂
兵
衛
／
同
田
中
太
右
衛
門
／
同
前
川
源
七
郎
／
同
三
木
佐
助
／
同
中
川
勘
助
／
同
中
川
藤
四
郎
／
同
田
中
幸
助
／
同
中
野
慶
藏
／
同
三
宅
善
助
／
西
京
田
中
治
兵
衛
／
同
川
勝
徳
次
郎
／
同
辻
本
九
兵
衛
／
同
竹
岡
文
輔
／
越
前
福
井
酒
井
安
平
／
同
牧
野
源
次
郎
／
同
岡
嵜
佐
喜
助
／
同
椙
平
喜
平
／
同
万
司
曽
平
／
同
平
﹇
澤
﹈
閏
助
／
同
佐
々
木
仲
順
／
同
武
生
千
秋
慎
一
／
同
松
井
次
郎
兵
衛
／
越
中
富
山
大
橋
甚
吉
／
同
守
川
七
郎
／
同
土
井
宇
三
郎
／
同
真
田
善
次
郎
／
同
河
上
章
」（
95
丁
ウ
全
面
）
「
越
中
富
山
中
川
甚
藏
／
同
稲
垣
六
郎
平
／
同
高
岡
車
平
次
郎
／
同
塩
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谷
與
右
衛
門
／
同
筆
谷
半
助
／
同
水
野
﹇
佐
七
郎
﹈
／
同
小
杉
増
田
傳
七
／
同
福
光
西
丁
波
多
﹇
庄
右
文
﹈
／
同
城
端
大
工
町
畑
庄
平
／
同
井
波
大
谷
次
郎
作
／
能
登
所
口
松
田
喜
作
／
加
賀
大
聖
寺
深
城
伊
三
郎
／
同
鍛
冶
安
平
／
同
小
松
高
間
源
七
／
同
金
澤
近
田
太
平
／
同
中
村
喜
平
／
同
近
岡
八
郎
右
エ
門
／
加
賀
金
澤
岡
嵜
與
平
／
同
石
川
敬
義
／
同
淺
野
宇
佐
松
／
同
八
田
次
郎
治
／
同
中
越
久
次
／
同
越
田
弥
兵
衛
／
同
當
宇
平
／
同
池
善
平
／
同
野
嶋
信
吉
／
同
供
田
太
七
／
同
山
田
耕
吉
／
同
増
山
平
助
／
同
松
浦
八
兵
衛
／
同
千
羽
傳
三
／
同
八
尾
利
右
エ
門
／
同
横
枕
清
七
／
同
櫻
井
保
市
」（
後
表
紙
見
返
、
全
面
）
＊
刊
記
の
書
肆
連
名
は
、
先
に
翻
刻
し
た
柳
川
氏
の
リ
ス
ト
に
ぴ
た
り
と
一
致
す
る
。
⑥
『
日
本
文
法
問
答
』
刊
（
県
立
図
書
館
蔵
・
三
部
）
県
立
図
書
館
本
（
K
0981／
3）
旧
縣
人
文
庫
「
東
宮
殿
下
／
御
成
婚
記
念
／
縣
人
文
庫
」（
鳳
凰
飾
り
の
丸
印
、
見
返
）
半
紙
本
、
朽
ち
葉
色
無
地
表
紙
外
題
「
日
本
文
法
問
答
藤
田
維
正
高
橋
富
兄
著
全
」（
四
周
双
辺
、
左
肩
）
見
返
「
藤
田
維
正
高
橋
富
兄
著
／
日
本
文
法
問
答
／
明
治
十
年
三
月
鐫
」（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
無
地
、
魁
星
印
）
内
題
「
日
本
文
法
問
答
藤
田
維
正
／
高
橋
富
兄
著
」
刊
記
「
明
治
十
年
一
月
十
七
日
版
権
免
許
出
版
人
石
川
縣
第
十
大
區
小
九
區
加
賀
国
穴
水
町
二
番
丁
十
七
番
屋
敷
藤
田
維
正
﹇
厚
紀
深
盟
﹈
／
同
小
八
區
松
ケ
枝
町
三
番
屋
敷
高
橋
富
兄
﹇
高
橋
﹈
／
（
左
半
面
は
墨
格
）」（
後
表
紙
見
返
、
四
周
単
辺
）
県
立
図
書
館
本
（
K
0981／
3）
請
求
番
号
は
同
じ
だ
が
別
本
（
久
保
氏
旧
蔵
）
半
紙
本
、
朽
ち
葉
色
無
地
表
紙
、
後
印
（
全
体
的
に
摺
り
が
あ
ま
い
）
外
題
「
日
本
文
法
問
答
藤
田
維
正
高
橋
富
兄
著
全
」（
四
周
双
辺
、
左
肩
）
見
返
「
藤
田
維
正
高
橋
富
兄
著
／
日
本
文
法
問
答
／
明
治
十
年
三
月
鐫
」（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
無
地
）
内
題
「
日
本
文
法
問
答
藤
田
維
正
／
高
橋
富
兄
著
」
刊
記
「
明
治
十
年
一
月
十
七
日
版
権
免
許
出
版
人
石
川
縣
第
十
大
區
小
九
區
加
賀
国
穴
水
町
二
番
丁
十
七
番
屋
敷
藤
田
維
正
﹇
蘿
月
窟
記
﹈
／
同
小
八
區
松
ケ
枝
町
三
番
屋
敷
高
橋
富
兄
﹇
高
橋
﹈
／
發
兌
書
肆
加
賀
金
澤
上
堤
町
中
村
喜
平
／
同
南
町
野
島
信
吉
／
同
安
江
町
近
田
太
平
」（
後
表
紙
見
返
、
四
周
単
辺
）
『
日
本
文
法
問
答
後
録
』
県
立
図
書
館
本
（
K
8／
5
河
崎
文
庫
）
半
紙
本
、
朽
ち
葉
色
無
地
表
紙
見
返
「
藤
田
維
正
高
橋
富
兄
著
／
日
本
文
法
問
答
後
録
／
明
治
十
八
年
二
月
鐫
」（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
無
地
）
内
題
「
日
本
文
法
問
答
後
録
藤
田
維
正
／
高
橋
富
兄
著
」
刊
記
「
明
治
十
八
年
二
月
二
日
版
権
免
許
／
同
年
二
月
出
版
／
編
輯
人
石
川
縣
士
族
藤
田
維
正
﹇
蘿
月
窟
記
﹈
石
川
縣
加
賀
国
金
沢
區
穴
水
町
二
番
丁
十
七
番
地
／
同
同
高
橋
富
兄
﹇
印
﹈
同
縣
同
國
同
區
松
ケ
枝
町
三
番
地
／
同
出
版
人
同
大
村
光
儀
同
縣
同
國
同
區
馬
場
一
番
丁
四
十
番
地
／
發
兌
書
肆
同
縣
同
區
安
江
町
近
田
太
三
郎
／
同
縣
同
區
片
町
益
智
館
」（
四
周
双
辺
、
後
表
紙
見
返
し
）
⑦
『
書
牘
文
例
』
全
四
冊
刊
（
県
立
図
書
館
蔵
・
六
部
あ
る
も
未
見
）
⑧
『
改
正
新
選
数
学
解
式
』
県
立
図
書
館
本
（
K
0941／
39）
架
蔵
本
も
全
く
の
同
版
、
同
装
丁
で
あ
る
。
横
本
一
冊
、
緑
色
地
松
葉
艶
出
し
表
紙
外
題
「
岩
田
順
三
著
／
改
正
新
撰
數
學
解
式
全
」（
題
簽
、
四
周
双
辺
、
左
肩
）
見
返
「
關
口
開
閲
／
岩
田
順
三
著
／
改
正
新
撰
／
數
學
解
式
／
加
賀
金
澤
／
中
外
堂
蔵
版
﹇
益
智
館
蔵
版
﹈」（
飾
り
枠
、
無
界
、
黄
蘗
地
）
― 121 ―
古書肆南陽堂主人柳川昇爾の近代金沢書肆研究 高橋明彦
( 12 )
内
題
「
改
正
増
補
新
撰
数
学
解
式
巻
上
之
部
衍
象
同
舎
岩
田
順
三
著
」
刊
記
「
明
治
十
二
年
四
月
三
十
日
版
權
免
許
／
同
年
十
一
月
發
兌
／
著
者
岩
田
順
三
石
川
縣
金
沢
區
手
木
町
九
番
屋
敷
／
出
版
人
中
吉
忠
平
同
縣
同
區
玄
蕃
町
三
巡
二
十
一
番
屋
敷
／
發
行
書
林
金
澤
安
江
町
近
田
太
平
／
同
上
新
町
鍵
嵜
半
三
／
同
廣
坂
通
益
智
館
／
同
片
町
同
支
店
」（
後
表
紙
見
返
し
全
面
、
四
周
単
辺
）
⑨
『
作
文
効
』
同
書
は
全
三
編
か
ら
成
り
、
第
一
編
は
明
治
十
年
九
月
十
一
日
版
権
免
許
、
同
年
十
二
月
發
兌
、
第
二
編
と
第
三
編
は
と
も
に
明
治
十
三
年
二
月
二
十
日
版
権
免
許
、
同
年
三
月
發
兌
で
あ
る
。
明
治
十
二
年
二
月
と
銘
記
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
こ
こ
で
扱
う
の
は
第
二
、
第
三
編
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
『
作
文
効
初
編
』（
石
川
県
立
図
書
館
K
0981／
1／
1）
半
紙
本
一
冊
、
朽
ち
葉
色
網
目
艶
出
表
紙
外
題
「
永
山
徳
太
郎
著
作
文
效
初
篇
」
見
返
「
加
藤
恒
閲
永
山
徳
太
郎
著
／
作
文
效
初
篇
／
明
治
十
年
九
月
十
一
日
版
権
免
許
同
年
十
二
月
發
兌
石
川
縣
學
校
用
益
智
館
蔵
版
﹇
益
智
館
蔵
版
﹈」（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
黄
蘗
色
地
、
魁
星
印
）
序
末
「
明
治
十
年
十
一
月
松
崎
加
藤
恒
撰
﹇
藤
原
恒
印
﹈﹇
彩
心
氏
﹈」
内
題
「
作
文
效
永
山
徳
太
郎
著
」
刊
記
「
明
治
十
年
九
月
十
一
日
版
権
免
許
／
同
年
十
二
月
發
兌
／
版
主
加
賀
国
金
沢
廣
阪
通
四
十
二
番
屋
敷
益
智
館
／
發
行
書
肆
金
沢
上
堤
町
中
村
喜
平
／
同
安
江
町
近
田
太
平
」（
後
表
紙
見
返
し
全
面
）
『
作
文
効
初
編
』（
石
川
県
立
図
書
館
K
0981／
1／
1）
請
求
番
号
は
同
じ
で
あ
る
が
、
別
本
で
あ
る
。
半
紙
本
一
冊
、
黄
蘗
色
松
皮
菱
艶
出
表
紙
外
題
「
永
山
近
彰
著
作
文
效
初
篇
」（「
近
彰
」
を
入
れ
木
す
る
）
序
末
（
前
同
）
見
返
「
加
藤
恒
閲
永
山
近
彰
著
／
作
文
效
初
篇
／
明
治
十
年
九
月
十
一
日
版
権
免
許
同
年
十
二
月
發
兌
石
川
縣
學
校
用
益
智
館
蔵
版﹇
益
智
館
蔵
版
﹈」
（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
黄
蘗
色
地
、
魁
星
印
）（「
近
彰
」
を
入
れ
木
す
る
）
内
題
「
作
文
效
永
山
近
彰
著
」（「
近
彰
」
を
入
れ
木
す
る
）
刊
記
（
前
同
）
『
作
文
効
二
編
』（
石
川
県
立
図
書
館
K
0981／
1／
2、
3）
二
編
と
三
編
に
つ
い
て
は
、
題
簽
、
見
返
、
内
題
下
の
い
ず
れ
も
入
れ
木
で
は
な
く
「
永
山
近
彰
」
と
彫
ら
れ
て
あ
り
、「
永
山
徳
太
郎
」
と
す
る
異
版
は
な
い
と
思
う
。
刊
記
も
、
二
編
・
三
編
と
も
に
同
版
で
あ
る
。
刊
記
「
明
治
十
三
年
二
月
二
十
日
版
権
免
許
同
年
三
月
發
兌
／
編
者
永
山
近
彰
石
川
縣
金
澤
區
淺
野
町
廿
九
番
邸
／
版
主
益
智
館
同
縣
同
區
廣
坂
通
一
番
地
／
發
行
書
肆
金
澤
區
上
堤
町
中
村
喜
平
／
同
區
安
江
町
近
田
太
平
」
（
後
表
紙
見
返
し
全
面
、
四
周
双
辺
）
⑩
『
国
文
軌
範
』
上
下
刊
⑪
『
修
身
指
要
』
上
中
下
三
巻
三
冊
『
修
身
指
要
』
明
治
十
五
年
版
（
石
川
県
立
図
書
館
K
0937／
8）
半
紙
本
、
上
中
下
三
巻
合
綴
一
冊
見
返
「
藤
田
維
正
述
／
修
身
指
要
／
版
權
免
許
益
智
館
蔵
版
﹇
益
智
館
蔵
版
﹈」
（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
水
浅
黄
色
地
。
魁
星
印
）
内
題
「
修
身
指
要
巻
之
上
（
中
、
下
）
加
賀
藤
田
維
正
述
」
合
綴
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
刊
記
は
巻
下
の
後
に
一
つ
附
さ
れ
て
い
る
の
み
。
刊
記
「
明
治
十
四
年
六
月
八
日
版
權
免
許
／
同
十
五
年
四
月
發
兌
／
述
者
藤
田
維
正
石
川
縣
金
澤
區
穴
水
町
二
番
丁
十
七
番
地
／
版
主
益
智
館
石
川
縣
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金
澤
區
廣
阪
通
一
番
地
」
国
会
本
と
同
版
と
思
わ
れ
る
が
、「
著
者
」「
述
者
」
の
み
異
な
る
「
述
」
の
字
が
入
れ
木
で
あ
ろ
う
）
売
弘
「
發
行
書
林
／
越
中
富
山
大
橋
甚
吾
／
同
高
岡
水
野
義
三
郎
／
同
鹽
谷
與
右
衛
門
／
同
魚
津
林
就
道
／
同
今
石
動
新
井
四
郎
／
同
小
杉
出
町
小
杉
久
次
郎
／
同
福
光
清
水
清
右
衛
門
／
越
中
井
波
大
谷
次
郎
作
／
同
城
端
小
竹
彦
右
衛
門
／
同
泊
金
森
周
作
／
同
新
湊
放
生
津
宮
林
善
次
郎
／
能
登
七
尾
真
木
喜
右
衛
門
／
同
春
成
嘉
右
衛
門
／
同
輪
島
久
保
庄
三
郎
／
（
改
丁
）
能
登
輪
島
卯
木
文
作
／
同
白
藤
幸
吉
／
同
飯
田
河
内
長
九
郎
／
同
羽
咋
渡
邊
喜
三
郎
／
同
大
念
寺
新
米
林
五
七
／
同
田
鶴
濱
佐
々
木
善
平
／
加
賀
大
聖
寺
深
城
伊
三
郎
／
同
小
松
別
宮
又
四
郎
／
加
賀
小
松
堀
成
一
／
同
松
任
三
谷
吉
郎
／
同
平
次
平
／
同
金
澤
森
下
町
供
田
太
七
／
同
尾
張
町
春
田
徳
太
郎
／
同
大
谷
喜
兵
衞
／
同
山
本
久
太
郎
／
同
南
町
石
川
敬
義
／
（
上
段
は
す
べ
て
墨
格
）
／
同
金
澤
南
町
池
善
平
／
同
野
町
山
口
迪
徳
／
同
上
堤
町
中
越
久
二
／
同
横
安
江
町
近
八
郎
右
衛
門
／
同
南
町
野
島
信
吉
／
同
上
堤
町
中
村
喜
平
／
同
安
江
町
近
田
太
平
／
同
片
町
益
智
館
支
店
」（
四
周
双
辺
、
上
下
分
割
、
有
界
八
行
）
内
容
は
同
じ
で
あ
り
、
同
版
で
あ
ろ
う
。
『
修
身
指
要
』
明
治
十
五
年
版
（
国
会
図
書
館
近
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
上
巻
の
み
一
冊
刊
記
「
明
治
十
四
年
六
月
八
日
版
權
免
許
／
同
十
五
年
四
月
發
兌
／
著
者
藤
田
維
正
石
川
縣
金
澤
區
穴
水
町
二
番
丁
十
七
番
地
／
版
主
益
智
館
石
川
縣
金
澤
區
廣
阪
通
一
番
地
／
﹇
定
價
拾
貳
銭
三
厘
﹈」
売
弘
「
發
行
書
林
／
越
中
富
山
大
橋
甚
吾
／
同
高
岡
水
野
義
三
郎
／
同
鹽
谷
與
右
衛
門
／
同
魚
津
林
就
道
／
同
今
石
動
新
井
四
郎
／
同
小
杉
出
町
小
杉
久
次
郎
／
同
福
光
清
水
清
右
衛
門
／
越
中
井
波
大
谷
次
郎
作
／
同
城
端
小
竹
彦
右
衛
門
／
同
泊
金
森
周
作
／
同
新
湊
放
生
津
宮
林
善
次
郎
／
能
登
七
尾
真
木
喜
右
衛
門
／
同
春
成
嘉
右
衛
門
／
同
輪
島
久
保
庄
三
郎
／
（
改
丁
）
能
登
輪
島
卯
木
文
作
／
同
白
藤
幸
吉
／
同
飯
田
河
内
長
九
郎
／
同
羽
咋
渡
邊
喜
三
郎
／
同
大
念
寺
新
米
林
五
七
／
同
田
鶴
濱
佐
々
木
善
平
／
加
賀
大
聖
寺
深
城
伊
三
郎
／
同
小
松
別
宮
又
四
郎
／
加
賀
小
松
堀
成
一
／
同
松
任
三
谷
吉
郎
／
同
平
次
平
／
同
金
澤
森
下
町
供
田
太
七
／
同
尾
張
町
春
田
徳
太
郎
／
同
大
谷
喜
兵
衞
／
同
山
本
久
太
郎
／
同
南
町
石
川
敬
義
／
（
上
段
は
す
べ
て
墨
格
）
／
同
金
澤
南
町
池
善
平
／
同
野
町
山
口
迪
徳
／
同
上
堤
町
中
越
久
二
／
同
横
安
江
町
近
八
郎
右
衛
門
／
同
南
町
野
島
信
吉
／
同
上
堤
町
中
村
喜
平
／
同
安
江
町
近
田
太
平
／
同
片
町
益
智
館
支
店
」（
四
周
双
辺
、
上
下
分
割
、
有
界
八
行
）
『
修
身
指
要
』
明
治
十
五
年
版
（
県
立
図
書
館
W
3759／
118／
2）
半
紙
本
、
中
巻
の
み
一
冊
見
返
「
藤
田
維
正
述
／
修
身
指
要
／
版
權
免
許
益
智
館
蔵
版
﹇
益
智
館
蔵
版
﹈」
（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
無
地
。
魁
星
印
）
内
題
「
修
身
指
要
巻
之
中
加
賀
藤
田
維
正
述
」
刊
記
「
明
治
十
四
年
六
月
八
日
版
権
免
許
／
同
十
五
年
四
月
發
兌
／
述
者
藤
田
維
正
石
川
縣
金
澤
區
穴
水
町
二
番
丁
十
七
番
地
／
版
主
益
智
館
石
川
縣
金
澤
區
廣
阪
通
一
番
地
」
国
会
本
と
同
版
と
思
わ
れ
る
。
売
弘
「
發
行
書
林
／
越
中
富
山
大
橋
甚
吾
／
同
高
岡
水
野
義
三
郎
／
同
鹽
谷
與
右
衛
門
／
同
魚
津
林
就
道
／
同
今
石
動
新
井
四
郎
／
同
小
杉
出
町
小
杉
久
次
郎
／
同
福
光
清
水
清
右
衛
門
／
越
中
井
波
大
谷
次
郎
作
／
同
城
端
小
竹
彦
右
衛
門
／
同
泊
金
森
周
作
／
同
新
湊
放
生
津
宮
林
善
次
郎
／
能
登
七
尾
真
木
喜
右
衛
門
／
同
春
成
嘉
右
衛
門
／
同
輪
島
久
保
庄
三
郎
／
（
改
丁
）
能
登
輪
島
卯
木
文
作
／
同
白
藤
幸
吉
／
同
飯
田
河
内
長
九
郎
／
同
羽
咋
渡
邊
喜
三
郎
／
同
大
念
寺
新
米
林
五
七
／
同
田
鶴
濱
佐
々
木
善
平
／
加
賀
大
聖
寺
深
城
伊
三
郎
／
同
小
松
別
宮
又
四
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郎
／
加
賀
小
松
堀
成
一
／
同
松
任
三
谷
吉
郎
／
同
平
次
平
／
同
金
澤
森
下
町
供
田
太
七
／
同
尾
張
町
春
田
徳
太
郎
／
同
大
谷
喜
兵
衞
／
同
山
本
久
太
郎
／
同
南
町
石
川
敬
義
／
越
中
今
石
動
上
野
常
造
／
同
高
岡
國
本
吉
右
衛
門
／
同
八
尾
廣
島
孫
平
／
同
中
田
町
朝
日
九
右
衛
門
／
同
境
岡
正
軌
／
能
登
皆
月
斯
波
六
左
衛
門
／
加
賀
大
聖
寺
金
松
伊
三
郎
／
同
能
登
安
平
／
同
金
澤
南
町
池
善
平
／
同
野
町
山
口
迪
徳
／
同
上
堤
町
中
越
久
二
／
同
横
安
江
町
近
八
郎
右
衛
門
／
同
南
町
野
島
信
吉
／
同
上
堤
町
中
村
喜
平
／
同
安
江
町
近
田
太
平
／
同
片
町
益
智
館
支
店
」
（
四
周
双
辺
、
上
下
分
割
、
有
界
八
行
）
二
丁
目
ウ
ラ
上
段
は
墨
格
で
な
く
文
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
は
同
じ
。
修
訂
版
。
『
修
身
指
要
』
明
治
十
六
年
再
版
（
架
蔵
）
半
紙
本
、
巻
上
の
み
一
冊
見
返
「
藤
田
維
正
述
再
刻
／
修
身
指
要
／
版
權
免
許
益
智
館
蔵
版
﹇
益
智
館
蔵
版
﹈」（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
水
浅
黄
地
魁
星
印
）
刊
記
「
明
治
十
四
年
六
月
八
日
版
權
免
許
／
同
十
六
年
十
二
月
十
一
日
再
刻
御
届
／
述
者
藤
田
維
正
石
川
縣
金
澤
區
穴
水
甼
二
番
丁
十
七
番
地
／
版
主
益
智
館
石
川
縣
金
澤
區
廣
坂
通
一
番
地
」
売
弘
「
發
行
書
林
／
越
中
富
山
大
橋
甚
吾
／
同
守
川
吉
兵
衛
／
同
土
井
宇
三
郎
／
同
真
田
善
次
郎
／
同
河
上
権
蔵
／
同
高
岡
水
野
義
三
郎
／
同
鹽
谷
與
右
衛
門
／
同
国
本
吉
右
衛
門
／
同
魚
津
林
就
道
／
同
今
石
動
上
野
由
太
郎
／
越
中
放
生
津
宮
林
善
次
郎
／
同
小
杉
出
町
小
杉
久
次
郎
／
同
福
光
清
水
清
右
衛
門
／
同
井
波
大
谷
次
郎
作
／
同
城
端
小
竹
彦
右
衛
門
／
同
八
尾
明
盛
堂
／
同
中
田
町
朝
日
九
右
衛
門
／
同
泊
保
全
堂
／
同
境
岡
正
軌
／
同
小
杉
石
川
濟
美
／
（
改
丁
）
能
登
七
尾
真
木
喜
右
衛
門
／
同
春
成
嘉
右
衛
門
／
同
輪
島
卯
木
文
作
／
同
白
藤
幸
吉
／
同
柿
本
長
平
／
同
高
舘
信
隆
／
同
塵
濱
渡
邊
喜
三
郎
／
同
大
念
寺
新
米
林
五
七
／
同
中
島
岡
野
幸
助
／
同
中
居
黒
田
一
郎
／
同
小
竹
木
幡
多
四
郎
／
能
登
南
黒
丸
角
谷
時
三
郎
／
同
田
鶴
濱
佐
々
木
善
平
／
同
皆
月
斯
波
六
左
衛
門
／
加
賀
大
聖
寺
深
城
伊
三
郎
／
同
能
登
安
平
／
同
金
松
伊
三
郎
／
同
平
出
醒
／
同
小
松
堀
成
一
／
同
別
宮
又
四
郎
／
同
松
任
三
谷
吉
郎
／
同
平
次
平
／
（
上
段
は
す
べ
て
墨
格
）
／
金
澤
森
下
町
供
田
太
七
／
同
尾
張
町
春
田
徳
太
郎
／
同
南
町
石
川
敬
義
／
同
野
町
山
口
迪
徳
／
同
上
堤
町
中
越
久
二
／
同
横
安
江
町
近
八
郎
右
衛
門
／
同
南
町
野
島
信
吉
／
同
上
堤
町
知
新
堂
／
同
安
江
町
近
田
太
平
／
（
一
行
ア
キ
）
／
同
片
町
益
智
館
支
店
」（
四
周
双
辺
、
上
下
分
割
、
有
界
十
一
行
）
本
書
の
出
版
の
様
相
は
複
雑
で
、
今
は
諸
版
が
あ
る
こ
と
を
示
す
に
と
ど
め
、
そ
の
精
確
な
前
後
関
係
な
ど
は
考
え
な
い
で
お
く
。
⑫
『
翻
刻
日
本
略
史
』（
石
川
県
立
図
書
館
に
多
数
あ
り
）
『
日
本
略
史
』（
県
立
図
書
館
W
2101/206、
W
2101/262/2）
半
紙
本
、
二
巻
二
冊
、
共
紙
表
紙
四
周
単
辺
無
界
一
〇
行
、
漢
字
片
仮
名
文
内
題
「
日
本
略
史
上
（
下
）
巻
木
村
正
辭
編
／
那
珂
通
高
訂
」
刊
記
「
明
治
九
年
五
月
翻
刻
加
賀
金
澤
廣
坂
通
四
十
二
番
屋
敷
益
智
館
／
發
行
書
肆
加
賀
金
沢
上
堤
町
中
村
喜
平
／
同
安
江
町
近
田
太
平
」
『
日
本
略
史
』
小
本
、
四
巻
四
冊
（
石
川
県
立
図
書
館
W
210/10034/1）
巻
一
の
み
一
冊
黄
蘗
色
地
、
万
字
繋
ぎ
艶
出
し
表
紙
外
題
「
日
本
略
史
反
刻
一
」（
左
肩
、
刷
、
双
辺
）
見
返「
反
刻
／
明
治
六
年
刻
／
日
本
略
史
／
陸
軍
文
庫
」（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
無
地
）
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内
題
「
日
本
略
史
巻
之
一
笠
間
益
三
編
輯
」
（
石
川
県
立
図
書
館
T
1K
/2/9-1、
K
0921/15）
巻
一
お
よ
び
巻
四
、
二
冊
（
取
り
合
わ
せ
）
黄
檗
色
地
、
万
字
繋
ぎ
艶
出
し
表
紙
外
題
「
翻
刻
日
本
略
史
（
破
れ
）」（
左
肩
、
刷
、
双
辺
、
巻
１
の
み
存
）
見
返
「
陸
軍
文
庫
／
日
本
略
史
／
明
治
十
五
年
六
月
文
花
堂
翻
刻
」（
巻
一
の
み
。
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
水
浅
黄
色
地
）
内
題
「
日
本
略
史
巻
之
一
（
四
）
笠
間
益
三
編
輯
」
刊
記
「
明
治
十
五
年
六
月
九
日
出
版
御
届
／
同
年
六
月
廿
日
刻
成
／
翻
刻
出
版
人
平
民
中
越
久
二
石
川
縣
下
金
沢
區
上
堤
町
拾
六
番
地
／
越
前
武
生
松
井
治
郎
平
／
同
千
秋
慎
一
／
同
黑
田
善
司
／
同
吉
川
進
輔
／
同
吉
川
作
二
郎
／
同
坂
井
港
土
屋
伊
平
／
同
伊
豆
藏
又
三
郎
／
同
坂
口
市
平
／
越
前
福
井
酒
井
安
平
／
同
岡
崎
佐
喜
介
／
同
万
司
曽
平
／
同
佐
々
木
忠
順
／
同
開
知
堂
／
同
鯖
江
竹
村
寛
一
／
同
藤
田
徳
三
郎
／
同
丸
岡
山
田
作
平
／
（
改
丁
）
加
賀
大
聖
寺
金
松
伊
三
郎
／
同
深
城
伊
三
郎
／
同
能
登
安
平
／
同
小
松
別
宮
又
四
郎
／
同
牧
藤
平
／
同
任
田
甚
右
衛
門
／
同
堀
成
一
／
同
松
任
三
谷
吉
郎
／
同
和
田
五
平
／
同
平
治
平
／
同
金
沢
益
智
館
／
同
津
端
須
貝
元
昭
／
越
中
福
光
波
多
庄
右
衛
文
／
同
永
田
文
次
／
同
清
水
清
右
衛
門
／
同
井
波
大
谷
理
作
／
同
城
端
小
竹
彦
右
衛
門
／
同
福
野
長
谷
川
喜
一
郎
／
同
氷
見
守
田
磯
治
／
同
大
石
直
助
／
同
放
生
津
宮
林
善
次
郎
／
同
泊
小
沢
與
右
衛
門
／
同
魚
津
宮
田
清
左
衛
門
／
同
今
石
動
新
井
四
郎
」（
本
文
最
終
丁
オ
ウ
）
「
能
登
子
浦
西
尾
五
兵
衞
／
同
西
尾
吉
兵
衛
／
同
飯
山
長
尾
九
右
衛
門
／
同
七
尾
春
成
嘉
右
衛
門
／
同
酒
井
伊
兵
衛
／
同
真
木
喜
右
衛
門
／
同
青
木
理
平
／
同
穴
水
阿
良
田
六
左
衛
門
／
同
牛
出
津
河
尻
欣
松
／
同
飯
田
河
内
長
九
郎
／
同
輪
嶋
石
堂
又
兵
衛
／
同
久
保
庄
三
郎
／
越
中
高
岡
國
本
吉
左
衛
門
／
同
車
平
次
郎
／
同
水
野
義
三
郎
／
同
塩
谷
與
右
衛
門
／
同
富
山
中
川
甚
藏
／
同
河
上
章
／
同
大
橋
甚
吾
／
同
守
川
吉
平
／
同
土
井
宇
三
郎
／
同
真
田
善
次
郎
／
金
沢
書
籍
商
店
中
上
堤
町
中
越
久
二
藏
梓
」（
後
表
紙
見
返
し
全
面
）
（
石
川
県
立
図
書
館
W
210/10033/1
W
210/10035/2-4）
四
巻
四
冊
黄
蘗
色
地
、
万
字
繋
ぎ
艶
出
し
表
紙
外
題
「
翻
刻
日
本
略
史
二
（
〜
四
）」（
左
肩
、
刷
、
双
辺
、
巻
１
は
剥
離
）
見
返
「
陸
軍
省
藏
版
／
日
本
略
史
／
明
治
十
五
年
九
月
文
彫
堂
翻
刻
」（
巻
一
の
み
。
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
無
地
）
内
題
「
日
本
略
史
巻
之
一
（
〜
四
）
笠
間
益
三
編
輯
」
刊
記
「
明
治
十
五
年
九
月
廿
六
日
翻
刻
御
届
／
同
年
九
月
刻
成
／
翻
刻
出
版
人
京
都
府
平
民
寺
田
熊
次
郎
下
京
区
第
五
組
梅
屋
町
十
三
番
戸
／
發
賣
人
大
阪
松
村
九
兵
衛
／
中
川
甚
助
／
花
井
卯
助
／
小
谷
卯
兵
衛
／
吉
岡
平
助
／
梅
原
亀
七
／
真
部
武
助
／
中
野
啓
造
／
京
都
村
上
勘
兵
衛
／
大
谷
仁
兵
衛
／
杉
本
甚
助
／
川
勝
徳
次
郎
／
本
城
小
兵
衛
／
筑
前
福
岡
連
壁
社
／
筑
後
久
留
米
赤
司
平
治
郎
／
肥
後
長
崎
治
郎
」（
後
表
紙
見
返
し
全
面
）
＊
中
越
久
二
版
に
対
し
て
匡
郭
が
三
ミ
リ
ほ
ど
小
さ
く
、
覆
刻
か
と
思
わ
れ
る
。
『
日
本
略
史
字
引
』（
石
川
県
立
図
書
館
K
0921/16）
袖
珍
本
、
上
下
二
巻
一
冊
、
黄
蘗
色
地
万
字
繋
ぎ
の
艶
出
し
表
紙
四
周
単
辺
有
界
七
行
外
題
「
石
川
敬
義
編
輯
／
日
本
略
史
字
引
全
」（
左
肩
、
刷
、
双
辺
）
見
返
「
明
治
十
一
年
五
月
發
兌
／
石
川
敬
義
輯
／
日
本
略
史
字
引
全
／
金
澤
書
肆
明
教
堂
顕
才
堂
合
梓
」（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
紅
色
地
）
凡
例
「
凡
例
／
…
…
／
明
治
十
一
年
五
月
編
者
識
」
内
題
「
日
本
略
史
字
引
上
（
下
）
巻
石
川
敬
義
編
輯
」
刊
記
「
明
治
十
一
年
三
月
一
日
版
権
免
許
／
明
治
十
一
年
五
月
五
日
刻
成
／
編
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輯
者
石
川
縣
士
族
石
川
敬
義
第
十
大
區
小
八
區
榮
町
新
建
三
番
地
／
出
版
人
石
川
縣
下
平
民
増
山
平
助
第
十
大
區
小
十
區
蛤
坂
町
八
十
八
番
地
／
弘
通
書
肆
」（
最
終
丁
ウ
）
「
東
京
別
所
平
七
／
大
坂
中
川
勘
助
／
同
三
木
美
記
／
同
中
野
啓
藏
／
西
京
辻
本
九
兵
衛
／
金
澤
山
田
耕
吉
／
同
松
浦
八
平
／
同
山
田
信
景
／
同
越
田
弥
平
／
同
櫻
井
保
平
／
同
野
島
信
吉
／
同
武
藤
信
吉
／
同
中
越
久
二
／
同
近
八
郎
右
衛
門
／
金
澤
近
田
太
平
／
同
供
田
太
七
／
同
八
田
次
郎
次
／
同
淺
野
宇
佐
松
／
同
大
谷
喜
平
／
同
八
尾
理
右
衛
門
／
同
千
羽
傳
二
（
マ
マ
）
／
同
田
中
善
平
／
同
本
谷
清
七
／
同
田
中
重
信
／
同
櫻
井
與
三
平
／
同
岡
嵜
與
平
／
同
當
宇
平
／
同
池
善
平
／
同
中
村
喜
平
」
（
後
表
紙
見
返
し
全
面
）
明
教
堂
と
は
増
山
平
助
の
堂
号
で
あ
る（
鈴
木
俊
幸
・
全
国
書
肆
一
覧
に
よ
る
）。
⑬
『
合
書
往
来
』（
石
川
県
立
図
書
館
に
一
部
、
安
政
新
版
あ
り
）
こ
の
他
、
書
肆
情
報
を
載
せ
る
も
の
を
、
気
付
い
た
範
囲
で
あ
げ
て
お
く
。
『
改
正
点
鼠
問
題
集
』
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
（
村
松
文
庫
）
関
口
開
著
中
本
、
上
下
二
冊
見
返
「
關
口
開
著
述
／
改
正
點
竄
問
題
集
完
／
明
治
九
年
十
一
月
版
権
免
許
臥
龍
書
房
版
」（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
黄
色
地
）
刊
記
「
明
治
五
年
壬
申
年
三
月
新
刻
／
同
十
年
丁
丑
年
一
月
再
刻
／
石
川
縣
第
十
大
區
小
七
區
金
澤
竪
町
著
述
関
口
開
／
同
縣
同
區
小
一
區
観
音
町
出
板
主
春
田
徳
太
郎
／
同
縣
同
區
小
二
區
森
下
町
同
米
澤
喜
六
」
『
数
学
問
題
集
附
録
』（
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
村
松
文
庫
）
関
口
開
著
中
本
、
一
冊
見
返
「
関
口
開
著
／
數
學
問
題
集
附
録
完
／
明
治
九
年
二
月
発
行
石
川
縣
學
校
用
出
版
會
社
藏
梓
」（
四
周
単
辺
飾
り
枠
、
黄
色
地
）
刊
記
「
明
治
八
年
十
二
月
三
日
版
権
免
許
／
同
九
年
二
月
十
日
発
兌
／
著
者
關
口
開
加
賀
國
第
九
區
小
一
區
竪
町
八
十
四
番
屋
敷
／
版
主
出
版
會
社
同
國
同
區
廣
坂
通
り
新
建
四
十
二
番
屋
敷
／
發
行
書
肆
加
賀
金
澤
堤
町
中
村
喜
平
／
同
安
江
町
近
田
太
平
／
同
南
町
野
嶋
信
吉
」（
後
表
紙
見
返
）
『
漢
語
便
覧
』（
石
川
県
立
図
書
館
W
8132／
36）
横
本
一
冊
「
梅
岳
山
人
輯
／
漢
語
便
覧
／
臥
龍
書
房
」（
見
返
）
無
刊
記
『
越
中
地
誌
略
』（
石
川
県
立
図
書
館
K
293／
12）
中
本
一
冊
見
返
「
石
川
縣
第
一
師
範
學
校
検
閲
／
三
宅
少
太
郎
編
輯
越
中
地
史
略
／
明
治
十
二
年
一
月
発
兌
石
川
縣
學
校
用
益
智
館
藏
梓
﹇
益
智
館
藏
梓
﹈」（
四
周
単
辺
有
界
三
分
、
黄
色
地
、
魁
星
印
あ
り
）
序
「
…
…
／
明
治
十
一
年
五
月
石
川
縣
第
一
師
範
學
校
教
諭
永
山
平
太
撰
」
内
「
越
中
地
史
略
三
宅
少
太
郎
編
輯
」
刊
記
「
明
治
十
一
年
四
月
十
三
日
版
権
免
許
／
同
十
二
年
一
月
発
兌
／
編
輯
三
宅
少
太
郎
石
川
縣
金
沢
區
片
町
六
十
二
番
地
屋
敷
／
版
主
益
智
館
同
縣
同
區
廣
坂
通
新
建
町
二
番
屋
敷
／
發
行
書
林
金
沢
上
堤
町
中
村
喜
平
／
同
安
江
町
近
田
太
平
」（
後
表
紙
見
返
・
全
面
）
『
御
文
章
』
架
蔵
中
本
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刊
記
「
明
治
十
九
年
一
月
九
日
御
届
仝
年
二
月
出
版
／
仝
廿
五
年
十
一
月
三
十
日
再
版
／
編
輯
者
石
川
縣
金
澤
市
高
岡
町
三
十
八
番
地
淺
野
宇
佐
松
／
発
行
者
仝
縣
仝
市
南
町
三
十
八
番
地
當
卯
平
／
仝
發
賣
仝
縣
仝
市
森
下
町
百
五
番
地
供
田
太
七
／
仝
發
賣
仝
縣
仝
市
南
町
三
十
五
番
地
池
善
平
／
印
刷
者
仝
縣
仝
市
越
中
町
十
四
番
地
太
田
文
左
衛
門
」
発
売
所
「
觀
文
堂
發
行
／
發
賣
所
能
登
七
尾
春
成
嘉
右
衛
門
／
同
北
陸
館
／
同
真
木
喜
衛
門
／
同
羽
咋
千
田
末
松
／
同
若
狭
要
太
郎
／
同
子
浦
西
尾
五
兵
衛
／
同
西
尾
作
太
郎
／
同
児
玉
清
知
／
同
宇
出
津
川
端
菊
太
郎
／
同
飯
田
河
内
勇
作
／
同
富
来
柏
谷
次
作
／
大
聖
寺
深
城
伊
三
郎
／
同
谷
作
男
／
同
松
山
彌
吉
／
小
松
宇
都
宮
源
平
／
同
粽
藤
平
／
同
高
崎
書
店
／
（
改
頁
）
發
賣
所
山
守
保
太
郎
／
松
任
三
谷
吉
郎
／
同
平
次
郎
作
／
津
端
池
村
甚
平
／
越
中
富
山
中
田
書
店
／
同
大
橋
甚
吉
／
同
守
川
吉
兵
衛
／
同
小
林
書
店
／
高
岡
學
海
堂
／
同
水
野
義
三
郎
／
同
車
吉
兵
衛
／
福
光
清
水
雄
吉
／
同
片
桐
八
助
／
戸
出
中
條
圓
助
／
越
前
福
井
酒
井
安
兵
衛
／
同
渡
邊
他
之
助
／
同
本
川
留
吉
／
中
村
六
三
郎
／
同
武
生
西
村
伊
八
／
同
勝
山
瀧
田
喜
太
郎
」（
金
属
活
字
印
刷
）
『
浄
土
三
経
往
生
文
類
』
架
蔵
中
本
一
冊
刊
記
「
明
治
十
五
年
七
月
廿
二
日
翻
刻
御
届
／
同
十
六
年
五
月
刻
成
発
兌
／
纂
輯
人
京
都
府
平
民
西
村
九
郎
右
衛
門
／
反
刻
人
石
川
縣
平
民
近
八
郎
右
衛
門
金
澤
区
横
安
江
町
百
九
番
地
／
賣
？
？
越
中
富
山
守
川
吉
兵
衛
／
同
高
岡
塩
谷
与
右
衛
門
／
同
石
動
後
藤
安
右
衛
門
／
同
福
光
清
水
清
右
衛
門
／
同
永
田
文
治
／
能
登
子
浦
西
尾
吉
兵
衛
／
越
中
井
波
大
谷
理
作
／
越
前
福
井
万
司
曽
平
／
加
賀
大
聖
寺
深
城
伊
三
郎
／
同
小
松
粽
藤
兵
衛
／
同
松
任
三
谷
吉
郎
／
同
金
石
赤
土
文
七
／
同
高
松
佐
々
木
儀
右
衛
門
／
金
澤
上
堤
町
近
八
郎
右
衛
門
支
店
」（
後
表
紙
見
返
し
全
面
）
『
文
章
梯
航
』
架
蔵
半
紙
本
、
巻
三
の
み
一
冊
見
返
「
藤
田
維
正
武
藤
元
信
鑑
定
三
宅
少
太
郎
編
輯
﹇
版
権
免
許
﹈
／
文
章
梯
航
／
金
澤
益
智
館
古
香
堂
同
梓
﹇
印
﹈」（
四
周
双
辺
有
界
三
分
、
水
浅
黄
色
地
、「
古
香
堂
」
の
銘
の
あ
る
魁
星
印
）
刊
記
「
明
治
十
五
年
七
月
六
日
版
権
免
許
／
同
十
六
年
一
月
發
兌
／
編
輯
者
三
宅
少
太
郎
石
川
縣
金
澤
區
蛤
阪
町
百
三
番
地
／
版
主
益
智
館
同
縣
同
區
廣
阪
通
一
番
地
／
版
主
近
田
太
平
同
縣
同
區
安
江
町
十
番
地
」
売
弘
「
發
行
書
林
／
越
中
富
山
大
橋
甚
吾
／
同
土
井
宇
三
郎
／
同
真
田
善
次
郎
／
同
高
岡
水
野
義
三
郎
／
同
鹽
谷
與
右
衛
門
／
同
國
本
吉
右
衛
門
／
同
車
平
次
郎
／
同
今
石
動
櫻
町
善
右
衛
門
／
同
戸
出
中
條
圓
助
／
能
登
中
嶋
岡
野
幸
助
／
同
富
木
柏
谷
次
作
／
同
田
鶴
濱
小
林
愚
郎
／
同
佐
々
木
善
平
／
同
羽
咋
渡
邊
喜
三
郎
／
同
大
念
寺
新
山
科
伊
三
郎
／
同
米
林
五
七
／
同
子
浦
西
村
吉
兵
衛
／
同
飯
山
長
尾
九
右
衛
門
／
（
改
丁
）
同
﹇
墨
格
﹈
／
同
杉
木
出
町
小
杉
久
次
郎
／
同
井
波
大
谷
理
作
／
同
城
端
畑
庄
平
／
同
福
光
清
水
清
右
衛
門
／
能
登
飯
田
河
内
長
九
郎
／
同
紅
谷
榮
五
郎
／
同
鵜
川
原
小
平
治
／
同
宇
出
津
布
浦
清
右
衛
門
／
同
穴
水
﹇
墨
格
﹈
／
加
賀
大
聖
寺
深
城
伊
三
郎
／
同
金
松
伊
三
郎
／
同
平
出
雉
／
同
能
登
安
平
／
同
小
松
酢
谷
久
平
／
同
添
村
藤
兵
衛
／
同
松
任
三
谷
吉
郎
／
同
平
治
平
／
同
高
松
佐
々
木
儀
右
衛
門
／
同
金
石
赤
土
文
七
／
（
改
丁
）
加
賀
金
澤
池
善
平
／
同
供
田
太
七
／
同
富
宇
平
〔
當
宇
平
〕
／
同
野
島
信
吉
／
同
中
越
久
二
／
同
石
川
敬
義
／
同
八
田
次
郎
治
／
同
淺
野
宇
佐
松
／
同
岡
崎
與
平
／
同
増
山
平
介
／
同
春
田
徳
太
郎
／
同
田
中
重
信
／
同
大
谷
喜
兵
衞
／
同
山
本
久
太
郎
／
同
山
田
信
景
／
同
千
羽
傳
三
／
同
越
田
彌
平
／
同
横
安
江
町
近
八
郎
右
衛
門
／﹇
墨
格
二
行
﹈」（
四
周
双
辺
、
上
下
二
段
、
有
界
十
行
。
全
一
丁
半
）
う
つ
の
み
や
社
史
『
創
業
百
年
の
あ
ゆ
み
』
の
６
頁
に
、
北
国
新
聞
（
明
治
26
年
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８
月
26
日
）
の
記
事
の
う
ち
「
北
国
新
聞
大
売
捌
所
」
と
題
す
る
広
告
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
同
紙
を
販
売
す
る
店
舗
名
を
住
所
と
と
も
に
記
し
た
者
で
あ
る
。
今
そ
の
リ
ス
ト
を
転
載
す
る
。
江
沼
郡
大
聖
寺
町
醒
世
舎
能
美
郡
小
松
町
宇
都
宮
源
平
石
川
郡
松
任
町
平
酔
香
堂
同
美
川
町
松
下
好
一
金
澤
市
尾
張
町
雲
根
堂
同
南
町
池
善
平
同
尾
張
町
森
井
書
店
同
上
石
引
町
北
斗
館
同
泉
町
櫻
井
勝
憲
石
川
郡
一
木
村
北
陸
自
由
館
河
北
郡
津
幡
町
須
貝
元
昭
河
北
郡
高
松
町
谷
和
三
郎
同
金
津
谷
村
字
横
山
梶
谷
榮
助
羽
咋
郡
富
来
村
栢
谷
次
作
同
羽
咋
町
坂
本
兵
次
郎
同
高
濱
町
米
林
五
七
鹿
嶋
郡
七
尾
町
日
新
堂
同
同
北
陸
館
鳳
至
郡
輪
嶋
町
白
尾
屋
同
宇
出
津
町
川
端
菊
太
郎
越
中
石
動
町
櫻
田
甚
作
越
中
石
動
町
北
山
伊
兵
衛
（
た
か
は
し
・
あ
き
ひ
こ
一
般
教
育
等
／
日
本
文
学
）
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
三
一
日
受
理
）
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